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2021年 5月 16日 

広島原爆による内部被曝が疑われる両親の死 

伊方原発広島裁判 原告 小田眞由美 

1. 母について 

2020/12/28 母（小田静子）他界 

手続きのため戸籍謄本を取得したところ、八本松出身と聞いていたが本籍は段原町（比治

山本町 爆心地から 1.8km）だったことが判り被爆者である可能性を考え始めた。しかし、

祖父が八本松でキノコ雲を見たと母からきいていたので原爆投下時、一家は八本松に疎開

していたと思われる。とはいえ、八本松も爆心地から 24キロ。決して影響がないとは言い

切れない。不幸なことに、祖父母の一家から３代目で途絶えようとしている。 

祖母は糖尿病 1983年 75 歳のとき入水自殺 

母のすぐ上の兄も糖尿病で他界、その子供たち二人も糖尿病で成人する前に他界 

母は 2000年に精神を病み 1年程度通院、その後 2014 年末に倒れて救急搬送後に橋本病（甲

状腺機能低下症）とわかり治療を含め丸 6年入院の末、心不全で他界 

 

2. 父について 

遺品整理で母が手元に残していた手紙を確認したところ、祖父（安藤忠登）からの手紙に

は父の健康状態に言及された箇所がいくつかあり、裁判活動の一環として始めた低線量被

曝研究会の学びから父の被曝の可能性は母以上に高いと考えるようになった。 

 

それ以前に 2018 年頃から黒い雨裁判の傍聴に出かけており、父の出身地である加計町(爆

心地から 27km)にも原告がいることが分かった。父（小田勝士）は 1985/8/19、42歳の時に

胃癌で他界したので、加計町での幼少期の被曝が原因の可能性はあると考え始めていた。 

 

祖父からの手紙で確認できた父が死に至るまでの健康状態 

1978/1/9 「勝士さんの入歯が早く完成するとよいかと思っています」 

1978/2/1 「勝士さんの歯は全部完了しましたか」 

   ※歯には何の問題もなかったのに、総入歯にせざるを得なかった 

1984/12/28 「勝士さんの災難」 

   ※1984 年末に追突事故にあい乗っていた車は大破、外科に一か月程度入院 

1985/8/6 「其の後、病勢如何ですか」 

   ※５月に食べられなくなって近所のクリニックで胃癌と分かり、広大病院に即入院 

   手術後、化学療法、放射線療法を受けるが 8/19に死亡 

 

2021/2/22 低線量被曝研究会で、チェルノブイリ事故後のウクライナにおいて、被災市民

に無料の義歯治療が行われたことを知った。被曝によって義歯治療が必要になることは、
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被爆地広島で長く暮らしてきたが初耳。父が理由も分からず総入歯にせざるを得なかった

ことの原因が初めて明かされた。父は 3 歳になる前に原爆投下の日を加計町で迎え、爆発

によって広範に拡散した放射性物質に汚染された環境で幼少期を送った。しかしほかの姉

弟が今も存命であることを考えると、加計町で 15歳まで暮らしたことに加えて、1958～1962

年にかけて西大工町（爆心地から 1km）に住み大工修業を行っていたことも関係しているか

もしれないと思う。しかし何よりもストロンチウム 90との因果関係が疑われる義歯治療が

必要だったことから、父の死因は内部被曝に由来すると考えている。 

＊西大工町…江戸期から昭和４０年の町名で、現在の堺町３丁目から北の榎町に至る南北の町筋 

 

また、父の葬儀は父方の祖母が存命だったので加計町の生家で行われた。通夜の読経の後

だったか、参列者のお一人が「最近は逆さ仏が多い」と仰ったことが、父だけでなく複数

の加計町の住民にもたらされた短命という悲劇、原爆による内部被曝の影響が如何に顕在

化したかを語った言葉として思い出される。 

＊逆さ仏…親より先に子が死ぬ事 

 

 原爆投下７５年目にしてはじめて、自分の両親が、実は広島原爆の被曝被害者であり、

そのため、亡くなるまで様々な病気に苦しみ、あるいは若くしてがん死したのではないか、

と私は強く疑いはじめたのである。 


